
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 37 回定期委員会を開催 
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評
価
制
度
の
不
備
・
低
賃
金
等
の
意
見
が
出
る 

西日本本部 

植田執行委員長 

委員の発言 熊野委員（北陸） 

独自の取り組みとして、労働者の

意識アンケート調査を取り組んだ。 

通風作業着について、コンテナ検

修と貨車検修は配布されているが

ロジ全体として配布するように要

求してほしい。 

北陸新幹線が来年開業するが、北

陸本線の区間はほとんどが三セク

会社となる。現在は貨物調整金で貨

物会社の負担は無いが、これの見直

しがなされた時は会社経営に大き

な負担となるのではないか。 

石口委員（広島） 

広島は寮が古いので若

い社員が入居を避ける傾

向にあるが、家賃補助も

充分でなく、賃金も上が

らず不満を持っている。 

組織状況が厳しいもの

となってきているが、職

場の声を聞きながら引き

続き奮闘していきたい。 

奥澤委員（近畿） 

評価制度については、現場での運用に

無理がある。私は百済(タ)から姫路貨物

に転勤しているが、二つの駅は入換作業

量も大きく違うなど、それぞれの特徴が

あり同列に評価ができないのではない

か？また、社員それぞれの努力によって

安全が保たれているが、それを基準値と

する評価制度は、鉄道の安全を甘く見て

ないか？ 

姫路貨物駅は、現在改修工事がされて

いるが、トークバックが廃止される。無

くなると不便なので残してもらいたい。 

続
い
て
、
因
泥
議
長
よ
り
、
10
月
3
日
に 

開
催
さ
れ
た
貨
物
全
国
委
員
会
に
お
い
て
、
新
役
員
体
制
と
な
っ
た
報
告
と
、
年
末

手
当
交
渉
に
つ
い
て
、「
会
社
は
、
期
末
手
当
は
「
生
活
給
」
で
あ
る
認
識
を
持
っ

た
上
で
、
業
績
は
期
末
手
当
に
反
映
す
る
と
言
い
つ
つ
も
、
最
高
益
の
時
の
数
字
を

見
れ
ば
、
社
員
に
還
元
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
、
国
労
要
求
「
3.0
箇
月
」
の
回

答
を
得
る
に
は
他
労
組
組
合
員
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
が
重
要
と
な
る
」、
ま
た
、
組

織
問
題
に
つ
い
て
は
、「
次
世
代
へ
の
国
労
運
動
の
継
承
が
重
要
と
な
る
、
春
闘
の

署
名
数
は
昨
年
の
1050
筆
か
ら
1091
筆
に
増
え
て
お
り
、
職
場
で
は
不
満
が
蔓
延
し
て

い
る
、
昨
年
の
定
期
大
会
以
降
、
日
頃
の
運
動
か
ら
組
織
拡
大
に
繋
が
っ
て
お
り
、

組
織
拡
大
の
流
れ
は
出
来
て
い
る
、
こ
れ
か 

ら
の
組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要 

だ
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
惠
阪
事
務
長
か
ら
2022
年
度
の 

経
過
報
告
と
、
2023
年
度
の
活
動
方
針
案
が 

提
案
さ
れ
た
の
ち
、
出
席
委
員
か
ら
活
発
な 

討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

国
労
関
西
貨
物
協
議
会
は
、
第
37
回
定
期
委
員
会
を
国
労
大
阪
会
館
中
会
議
室

に
お
い
て
、
向
こ
う
１
年
間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。 

委
員
会
は
、
近
畿
の
林
委
員
が
委
員
会
議
長
を
務
め
議
事
進
行
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
西
日
本
本
部
よ
り
植
田
執
行
委
員
長
、
大
和
執
行
副
委
員
長
、
全
国
貨

物
協
議
会
よ
り
因
泥
議
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
会
開
催
に
あ
た
り
、
関
西
貨
物
協
議
会
工
藤
議
長
よ
り
挨
拶
を
受
け
た
の

ち
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
西
日
本
本
部
植
田
執
行
委
員
長
か
ら
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線

問
題
や
労
働
者
の
労
働
条
件
、
労
働
環
境
な
ど
国
労
の
運
動
を
掲
示
板
や
宣
伝
行

動
と
併
せ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。 

ま
た
、
組
織
問
題
は
、
何
も
し
な
け
れ
ば
拡
大 

は
無
く
、
西
日
本
本
部
も
時
代
に
合
わ
せ
て
取
り 

組
ん
で
い
く
と
の
決
意
で
挨
拶
を
う
け
ま
し
た
。 

 

全国貨物協議会因泥議長 

 
西日本本部 HP 



委
員
か
ら
の
発
言
に
対
し
、
西
日
本
本
部
、
全
国
貨
物
協
議
会
か
ら
答
弁
さ
れ
、
工
藤
議
長
に
よ
る
委
員
会
集

約
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
30

人
に
１
人
の
評
価
者
に
つ
い
て
、
制
度
導
入
後
４
年
が
経
過

し
た
現
在
も
整
え
ら
れ
て
い
な
い
職
場
が
あ
る
中
で
、「
公
平
・
公
正
」
な
評
価
が
困
難
で
あ
り
、
評
価
者
に
よ

っ
て
バ
ラ
ツ
キ
も
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
昇
職
試
験
に
つ
い
て
も
、
普
通
に
業
務
を
し
て
い
れ
ば
Ｒ
２
に
到
達

で
き
る
と
し
た
交
渉
経
過
が
あ
る
が
、
調
査
に
よ
り
合
格
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
実
態
も
あ
る
。
引
き
続
き
、

こ
れ
ら
労
働
者
の
分
断
と
競
争
を
許
さ
な
い
闘
い
に
全
力
を
挙
げ
て
い
く
。
学
習
会
に
つ
い
て
は
会
社
の
狙
い

を
捉
え
て
い
く
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
、
今
年
度
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
き
ま
す
。 

 
新
役
員 

議

 

長 
 

工 

藤 

隆 

志 

近
畿
（
吹
田
機
関
区
） 

副

議

長 
 

熊 

野 

孝 

人 

北
陸
（
富
山
機
関
区
） 

副

議

長 
 

大 

森 
 

忠 
 

近
畿
（
大
阪
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
） 

 

副

議

長 
 

佐 

藤 

英 

和 

岡
山
（
西
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
） 

副

議

長 
 

長 

尾 

保 

宏 

広
島
（
広
島
車
両
所
） 

副

議

長 
 

國 

松 

重 

浩 

近
畿
（
関
西
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
） 

副

議

長 
 

荻 

田 

啓 

二 

近
畿
（
京
都
貨
物
駅
） 

事

務

長 
 

惠 

阪 

景 

一 

近
畿
（
吹
田
機
関
区
） 

会
計
監
査 

 

坂 

口 
 

保 
 

近
畿
（
関
西
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
） 

会
計
監
査 

 

小 

西 

八
十
四 

近
畿
（
吹
田
機
関
区
） 

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
役
員
一
同
） 

関
西
貨
物
協
議
会
は
、
今
委
員
会
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
職

場
の
確
立
を
は
じ
め
、「
大
幅
賃
上
げ
獲
得
」「
安
全
輸
送
の
確
立
」

「
労
働
条
件
改
善
」
「
組
織
強
化
・
拡
大
」
「
鉄
道
貨
物
政
策
の
実

現
」「
平
和
と
民
主
主
義
の
発
展
」
等
、
闘
う
活
動
方
針
を
確
立
し

ま
し
た
。
働
き
や
す
い
職
場
環
境
作
り
に
向
け
、
１
年
間
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。 

今
委
員
会
で
奥
尾
副
議
長
、
笹
山
副
議
長
、
久
米
会
計
監
査

委
員
が
退
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
言
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た 

奥
尾
副
議
長
（
広
島
） 

関
西
貨
物
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
て
3

年
目
に
副
議

長
に
就
任
し
、
途
中
抜
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
28

年
間
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
場
か
ら
は
一
旦

退
き
ま
す
が
、
広
島
か
ら
後
継
者
を
送
り
出
せ
る
様
に
引

き
続
き
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。 

 

笹
山
副
議
長
（
北
陸
） 

昨
年
の
定
期
委
員
会
か
ら
副
議
長
と
な
り
ま
し
た

が
、
早
い
１
年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

久
米
会
計
監
査
委
員
（
近
畿
） 

今
回
で
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
役
に
立

て
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

左から久米会計監査委員、笹山副議長、奥尾副議長 

これまで関西貨物協議会を支えて頂きありがとうございました 

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
労
働
者
の
分
断
と
競
争
を
許
さ
な
い
闘
い
に
全

力
を
挙
げ
て
い
く
。
学
習
会
に
つ
い
て
は
会
社
の
狙
い
を
捉
え
て
い

く
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
、
今
年
度
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
集
約
を
し
ま
し
た
。 

最後は工藤議長の団結ガンバロー

で終了しました。 

 


